
１ 目的 

 子どもたちが、「清流の国ぎふ」の豊かな自然や伝統文化、産業等を視点に、地域に根

ざして暮らしてきた人々の営みを追体験することで、「清流の国ぎふ」に対する愛着や誇り

をもち、自然や文化を支え、将来に引き継いでいく人材を育むため実施する。 

２ 日程・実施場所 

夏の体験：平成２７年 ９月２７日（日） ８：３０～１６：３０ 郡上市 

秋の体験：平成２７年１１月 ７日（土） ８：３０～１６：００ 関市他 

冬の体験：平成２８年 １月１７日（日） ８：３０～１６：００ 美濃市 

３ 対象者 

岐阜県内在住の小学生（３年生～６年生）や、中学生とその保護者  

※中学生は子どものみでの参加可。 



４ 体験事業内容 

（１）夏の体験 in郡上市 

  テーマ：郡上八幡の歴史と文化、人々の営みを学ぶ  

 ９：４５～１０：３０  和良歴史資料館        

             ・和良地区の自然や文化を学ぶ。 

１０：３０～１２：００  郡上陣屋太鼓         

             ・郡上陣屋太鼓を体験。 

１３：２０～１４：２０  北町・職人町         

             ・郡上八幡の町並みを、ガイドと共にめぐる。 

１４：４０～１５：３０  郡上市総合文化センター    

             ・郡上踊りの歴史を学び、郡上おどり講習会に参加。 

↑＜郡上陣屋太鼓を体験＞ ↑＜郡上八幡の町並み散策＞ 

↑＜郡上おどり講習会＞ 

参加者からのアンケート（抜粋） 

・親子そろって、文化・自然・伝統に触れられてとてもあ 

 りがたかったです。 

・子どもはもちろん、親もふるさと「岐阜」について楽しく 

 勉強させていただきました。 

・郡上おどりは誰でも楽しめるのでとても良かったで 

 す。 

・郡上の歴史を学ぶことができて楽しかったです。 

 



（２）秋の体験 in関市他 

  テーマ：関で育まれた産業と自然の恵みを学ぶ  

 ９：００～１１：３０  関鍛冶伝承館 

             ・日本刀の歴史を学び、古式鍛錬の実演・体験。 

１２：３０～１４：００  加治田刀剣 

             ・現代の刀鍛冶の工房を見学し、 

              産業としての刀鍛冶について学ぶ。 

１４：３０～１５：３０  鵜の家 足立 

             ・小瀬鵜飼の鵜匠と鵜の暮らしを知る。 

↑＜鵜の暮らしの説明＞ 

↑＜鵜飼の道具についての説明＞ 

↑＜刀の鍛錬を体験＞ 

参加者からのアンケート（抜粋） 

・間近で見る鵜飼や、初めて触れる刀がとてもすご 

 かった。 

・刀が重くてびっくりしました。 

・鵜飼では、鵜の種類がわかったり、相性があることを 

 知ることができた。 

・体験もあり、子どもはとても喜びました。普段はなか 

 なか聞くことができないお話、触ることのできない鵜 

 など貴重な体験ができました。 



（３）冬の体験 in美濃市 

  テーマ： 美濃で生まれた世界に誇る伝統工芸を学ぶ  

 ９：００～１１：００  美濃和紙の里会館 

              ・美濃和紙の歴史や特徴を学び、紙すきを体験。 

１２：００～１２：２０  幸草紙工房 

              ・和紙職人工房見学。 

１２：４０～１３：４０  上牧生涯学習センター 

              ・昔の紙すき道具見学と、きな粉挽き体験。 

１４：００～１６：００  うだつの上がる街並み散策 

              ・うだつの上がる街並みを散策し、建物の特徴を学ぶ。 

↑＜紙すき体験＞ ↑＜和紙職人工房見学＞ 

↑＜うだつの上がる街並み散策＞ 

参加者からのアンケート（抜粋） 

・和紙を作るということは、とても手間のかかることだと 

 初めて知りました。 

・また今度も紙すきなどをしてみたいです。 

・伝統的な和紙作りをよく理解することができました。 

・新しい発見があり、面白かったです。自然も素晴らし 

 いので、また来たいと思いました。 

・きな粉挽きが面白かったです。 


